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島
原
の
乱
の
使
者
の
戦
い
（
４
）

│
土
佐
藩
の
場
合
│

武　

田　

昌　

憲

　

島
原
の
乱
（
一
揆
）
の
発
生
に
際
し
て
、
土
佐
藩
山
内
家

で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、『
山
内

家
史
料
』（
注
１
）
に
見
え
る
記
事
か
ら
展
開
を
追
っ
て
み
た

い
。

　

寛
永
十
四
年
十
一
月
十
九
日
に
、
江
戸
に
い
た
藩
主
山
内

忠
義
か
ら
す
ぐ
に
土
佐
に
島
原
一
揆
発
生
の
連
絡
が
行
く
。

続
く
十
二
月
三
日
に
は
、
中
老
の
仙
石
但
馬
父
子
と
馬
周
り

の
毛
利
久
八
を
肥
前
に
派
遣
し
、
一
揆
征
伐
の
た
め
に
集
ま

っ
た
諸
将
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
派
遣
す
る
よ
う
に
文
書
が
成

さ
れ
る
。662p

（『
山
内
家
史
料　

第
二
代　

忠
義
公
紀　

　

第
二
編
』
所
載
の
ペ
ー
ジ
、
以
下
同
じ
）。
こ
れ
は
、
幕
府

の
上
使
と
し
て
新
た
に
、
松
平
信
綱
と
戸
田
氏
鉄
が
派
遣
さ

れ
る
た
め
の
対
応
策
で
あ
っ
た
。
特
に
毛
利
久
八
は
「
彼
表

案
内
存
候
是
又
但
馬
一
所
ニ
遣
事
ニ
候
」663p

と
あ
る
よ
う

に
九
州
の
地
理
・
事
情
に
詳
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
飛
脚
も

五
人
付
け
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
船
を
大
坂
に
廻

航
さ
せ
幕
府
の
用
に
応
じ
る
よ
う
に
手
配
を
も
さ
せ
て
い
る
。

九
州
の
絵
図
・
嶋
原
の
絵
図
も
送
っ
て
、
書
き
写
す
よ
う
に

と
指
示
も
し
て
い
る
。656p

　

ち
ょ
う
ど
土
佐
本
国
で
は
、
前
年
の
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）
に
単
独
で
国
元
土
佐
の
奉
行
職
に
就
い
た
ば
か

り
の
二
十
二
歳
の
野
中
兼
山
が
い
て
、
土
佐
は
改
革
の
の
ろ

し
が
上
が
っ
た
ば
か
り
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
若
い
兼
山
の

指
揮
の
下
で
、
江
戸
の
指
令
か
ら
当
初
、
馬
廻
り
役
の
板
坂

馬
左
衛
門
利
正
を
使
者
と
し
て
現
地
に
派
遣
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
あ
い
に
く
馬
左
衛
門
が
病
気
で
あ
っ
た
の
で
（
の

ち
に
死
去
）、
急
遽
、
雨
森
九
太
夫
氏
康
を
使
者
と
し
て
十
二

月
十
日
に
土
佐
国
か
ら
続
け
て
現
地
に
向
わ
せ
た
。677

・

678p　

ま
だ
十
二
月
三
日
の
江
戸
か
ら
の
指
令
（
冒
頭
部
）
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が
届
く
前
の
兼
山
の
迅
速
な
処
置
と
思
わ
れ
る
。

　
『
山
内
家
史
料
』
収
の
「
御
家
中
名
誉
」
の
雨
森
九
太
夫
の

項
に
は
こ
の
時
「
鉄
炮
足
軽
三
十
人
小
頭
弐
人
池
田
嘉
兵
衛

　

鈴
木
彦
大
夫
（
一
書
ニ
ハ
藤
崎
彦
大
夫
ト
ア
リ
）
自
身
預

リ
之
弓
足
軽
召
連
同
十
二
月
十
日
高
知
出
船
同
廿
九
日
肥
前

有
馬
エ
参
着
」679p
と
あ
る
よ
う
に
、た
だ
の
使
者
で
は
な
く
、

小
頭
二
名
と
鉄
砲
隊
三
十
人
以
下
弓
足
軽
隊
も
連
れ
て
行
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
対
応
は
鉄
砲
隊
を
連
れ
て
行
っ
た

毛
利
藩
の
使
者
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
（
注
２
）。
ち
な
み
に

雨
森
一
行
は
肥
前
有
馬
ま
で
十
九
日
か
か
っ
て
い
る
。
仙
石

但
馬
父
子
と
馬
周
り
の
毛
利
久
八
の
方
は
、
信
綱
一
行
と
共

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
御
家
中
名
誉
」
の
仙
石
但
馬
久
勝

の
項
で
は
寛
永
十
五
年
正
月
二
日
に
嶋
原
に
参
着
し
て
い
る
。

667p

　
　
　
　

雨
森
九
太
夫
の
事

雨
森
九
太
夫
は
父
と
共
に
、
も
と
は
石
田
三
成
の
家
臣
と
し

て
、
小
田
原
の
陣
以
来
、
朝
鮮
の
役
に
至
る
ま
で
数
々
の
秀

吉
の
合
戦
に
参
加
し
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
山
内
史
料
の
「
御

家
中
名
誉
」
か
ら
も
わ
か
る
。
は
じ
め
は
九
右
衛
門
と
言
っ

て
い
た
が
、
山
内
家
に
仕
え
て
か
ら
は
九
太
夫
と
改
名
し
て

い
る
。702p

　

特
に
関
ヶ
原
の
合
戦
の
前
哨
戦
の
九
月
十
四
日
の
大
垣
表

の
合
戦
で
は
首
を
二
つ
討
ち
取
っ
て
い
て
、
そ
の
落
ち
着
い

た
振
る
舞
い
か
ら
、
島
左
近
か
ら
賞
美
さ
れ
て
い
る
。701p

。

十
五
日
の
関
ヶ
原
合
戦
で
は
当
然
西
軍
（
石
田
三
成
方
）
に

加
わ
っ
て
奮
戦
す
る
も
の
の
、
苦
戦
す
る
。「
御
家
中
名
誉
」

を
引
用
す
る
。「
一　

同
十
五
日
関
ヶ
原
合
戦
ニ
ハ
左
備
ニ
罷

在
候
所
ニ
井
伊
兵
部
少
輔
殿
田
中
兵
部
少
輔
殿
両
籏
ニ
テ
此

備
ヘ
馬
を
被
入
乱
合
候
合
戦
ニ
相
成
九
右
衛
門
先
キ
を
か
せ

き
申
中
手
疵
を
蒙
馬
に
乗
お
く
れ
候
所
ニ
少
之
間
ニ
て
味
方

壱
人
も
居
不
申
す
へ
き
様
な
く
井
伊
殿
之
御
備
ニ
紛
れ
入
候

得
は
落
人
之
穿
鑿
強
ク
何
者
ぞ
と
相
尋
候
ニ
付
一
豊
様
御
内

ニ
知
る
人
御
座
候
故
御
家
號
を
偽
り
唱
御
威
光
を
以
不
思
議

之
命
を
助
か
り
申
候
此
時
分
治
部
少
輔
家
中
ニ
て
は
自
分
知

行
四
百
五
拾
石
足
軽
鉄
砲
五
拾

預
弓
鉄
炮
頭
三
拾
六
人
御

座
候
内
九
人
之
高
ニ
て
罷
在
候
由

　

一　

同
年
関
ヶ
原
落
去
以
後
一
豊
様
よ
り
可
被
召
抱
御
旨

被
仰
下
上
方
ニ
て
御
目
見
仕
康
豊
様
え
御
口
上
被
仰
進
十
二

月
二
日
大
坂
を
罷
立
同
六
年
正
月
六
日
御
先
え
甲
浦
着
船
折
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節
康
豊
様
野
根
ニ
被
成
御
座
候
ニ
付
頓
て
御
目
見
仕
御
口
上

之
通
申
上
候
處
ニ
知
行
四
百
石
御
弓
知
弐
百
石
都
合
六
百
石

被
下
置
候
由
（
九
右
衛
門
儀
此
以
前
九
太
夫
と
改
名
仕
候
）」

701.702p

　

関
ヶ
原
戦
で
の
西
軍
敗
北
決
定
後
の
敗
走
で
は
、
東
軍
の

敗
走
軍
へ
の
探
索
が
厳
し
く
て
雨
森
も
逃
走
途
中
に
徳
川
方

の
井
伊
家
の
検
閲
を
受
け
て
ば
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を

と
っ
さ
に
山
内
家
の
知
り
合
い
が
い
る
こ
と
か
ら
、
山
内
家

の
家
臣
と
偽
っ
て
難
を
切
り
抜
け
て
い
る
。
山
内
家
の
御
威

光
を
借
り
て
「
不
思
議
之
命
を
助
か
り
」、
そ
の
こ
と
が
縁
と

な
り
、
戦
後
、
掛
川
城
主
か
ら
土
佐
一
国
を
拝
領
す
る
と
い

う
大
幅
な
加
増
を
受
け
た
山
内
家
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
の
石
田
三
成
に
忠
勤
を
は
げ
み
、
ま
た

多
く
の
武
功
を
立
て
た
功
績
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
も
石
田
時
代
の
四
百
五
十
石
か
ら

山
内
家
で
の
六
百
石
へ
の
加
増
で
の
再
就
職
で
あ
っ
た
。
敗

北
側
に
い
た
も
の
と
し
て
は
幸
運
な
境
遇
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
敵
方
で
あ
っ
て
も
忠
義
・
功
績
に
よ
っ
て
は
勝
者
の
側
で

高
禄
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
好
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　

雨
宮
は
そ
の
後
も
大
阪
の
陣
に
参
加
し
、
城
中
に
矢
を
射

こ
ん
だ
り
の
活
躍
を
す
る
。
ま
た
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

の
安
芸
国
広
島
の
福
島
氏
の
改
易
に
も
参
加
し
て
、
山
内
家

の
重
責
を
果
た
し
て
い
る
。
普
通
な
ら
ば
こ
れ
で
彼
の
人
生

は
平
穏
に
終
わ
る
は
ず
で
あ
っ
た
・
・
・
。
寛
永
十
四
・
五
年

の
嶋
原
一
揆
（
乱
）
で
は
す
で
に
九
太
夫
は
齢
七
十
五
に
な

っ
て
い
た
が
、
島
原
の
使
者
役
も
当
初
は
他
の
も
の
が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
に
、
病
気
の
た
め
に
急
遽
、

代
理
と
し
て
九
太
夫
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
島

原
へ
の
使
者
の
役
に
立
て
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

や
人
柄
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

単
な
る
使
者
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
鉄
砲
隊
や
弓
隊
等
の
足

軽
部
隊
を
率
い
て
出
発
し
て
い
る
こ
と
が
、
穏
便
に
収
ま
る

こ
と
で
は
な
い
事
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　

九
太
夫
の
討
死

　

島
原
原
城
攻
め
で
の
九
太
夫
の
活
躍
と
戦
死
の
様
子
を
同

じ
く
「
御
家
中
名
誉
」
か
ら
引
用
す
る
。

「
一　

明
ル
十
五
年
正
月
元
日
島
原
總
責
之
節
九
太
夫
儀
松
倉

長
門
守
仕
寄
を
借
り
（
一
書
に
ハ
内
膳
殿
御
仕
ヨ
リ
備
ト
モ

ア
リ
）
城
を
乗
三
之
丸
際
ま
て
責
詰
候
處
に
城
中
よ
り
鉄
炮
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稠
敷
打
出
し
九
太
夫
も
股
根
を
被
打
抜

に
組
之
鉄
炮
小
頭

池
田
嘉
兵
衛
も
深
手
を
負
九
太
夫
家
来
弐
人
（
若
党
井
澤
仁

左
衛
門
小
者
六
助
）
即
座
に
相
果
其
外
手
負
少
少
有
之
此
時

鈴
木
彦
大
夫
板
倉
主
水
殿
馬
験
朱
之
瓢
箪
持
居
候
何
ノ
與
兵

衛
と
申
者
へ
九
太
夫
深
手
負
候
段
申
届
石
谷
十
蔵
殿
馬
場
三

郎
衛
門
殿
榊
原
飛
騨
守
殿
え
ハ
九
太
夫
深
手
負

家
来
手
負

死
人
等
之
様
子
自
身
直
に
申
上
候
得
ハ
早
早
引
養
生
仕
候
得

と
被
仰
付
候
由

　

一　

同
三
日
養
生
仕
罷
在
候
中
右
之
御
衆
よ
り
御
懇
之
御

意
を
以
為
御
使
者
惣
田
七
郎
右
衛
門
（
一
書
に
ハ
寒
田
と
有
）

黒
澤
十
右
衛
門
と
申
両
人
御
差
越
手
負
討
死
之
者
共
不
残
帳

面
に
御
記
被
成
榊
原
飛
騨
守
殿
御
醫
師
道
與
と
申
す
仁
に
被

仰
付
九
太
夫
え
御
薬
被
下
候
よ
し

　

一　

九
太
夫
儀
深
手
故
戦
場
不
罷
成
御
国
え
罷
下
候
へ
と

被
仰
付
同
七
日
有
馬
を
罷
立
道
ニ
も
醫
師
に
懸
り
罷
帰
候
内

倅
九
之
助
九
太
夫
と
一
所
に
被
遣
被
下
様
に
と
主
水
迄
再
三

申
達
候
得
共
御
留
守
之
儀
無
用
之
由
指
留
申
候
然
共
老
人
之

事
無
心
元
忍
候
テ
正
月
元
日
御
国
を
罷
出
同
十
四
日
肥
後
熊

本
に
て
九
太
夫
に
行
逢
召
連
罷
歸
候
處
此
様
子
先
達
て
御
国

え
も
相
聞
へ
野
中
主
水
方
よ
り
金
瘡
醫
休
齊
と
申
者
に
家
来

差
添
迎
ニ
越
是
又
道
中
ニ
て
行
逢
養
生
仕
罷
越
候
得
共
極
老

と
申
深
手
故
次
第
に
差
重
り
御
国
柏
嶋
に
て
二
月
三
日
七
拾

五
歳
に
て
終
に
相
果
候
よ
し
」703p

　

九
太
夫
は
二
十
九
日
に
島
原
に
着
く
と
す
ぐ
に
、
元
日
の

戦
い
で
鉄
砲
瘡
を
受
け
、
重
傷
を
負
う
。
色
々
と
介
抱
を
受

け
る
が
、
そ
の
傷
が
治
ら
な
い
ま
ま
土
佐
本
国
の
柏
島
ま
で

戻
っ
た
と
こ
ろ
で
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

是
と
は
別
に
、
雨
森
が
元
旦
の
攻
撃
の
時
に
、
松
倉
藩
の

陣
営
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
上
使
の
板
倉
重
昌
の

陣
に
つ
い
て
い
た
記
事
が
見
え
る
。『
山
内
家
史
料
』
所
収
の

「
南
路
志
」（
文
化
十
年
）
を
引
用
す
る
。「
又
雨
森
九
太
夫
は

先
年
石
田
治
部
少
輔
に
仕
て
物
頭
成
り
し
武
功
の
も
の
な
れ

バ
板
倉
内
膳
正
軍
の
差
引
万
事
相
談
被
致
た
る
正
月
朔
日
の

合
戦
板
倉
勢
敗
軍
し
嫡
子
主
水
正
返
し
進
ま
れ
け
る
に
内
膳

正
此
上
は
と
て
即
時
に
掛
出
ん
と
し
玉
ふ
所
を
九
太
夫
ハ
内

膳
正
鎧
を
掴
へ
て
爰
は
大
将
の
出
で
玉
ふ
所
に
非
ら
ず
合
戦

は
懸
引
こ
そ
専
用
ニ
候
先
爰
を
引
退
玉
ひ
重
て
軍
令
を
定
て

御
勝
利
有
度
候
と
被
諌
け
れ
ば
内
膳
正
い
か
に
も
尤
ニ
候
へ

共
眼
前
愚
息
主
水
死
に
臨
み
た
る
に
見
捨
て
引
と
云
事
や
あ
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ら
ん
と
鎧
の
袖
を
引
放
し
駈
ヶ
出
玉
へ
バ
力
不
及
九
太
夫
も

御
共
申
さ
ん
と
て
続
て
進
ミ
け
れ
バ
諸
国
の
武
士
我
劣
ら
じ

と
駈
け
出
け
る
が
或
手
負
或
討
死
に
内
膳
正
も
既
に
討
死
し

玉
ひ
石
谷
十
蔵
板
倉
主
水
重
手
を
負
雨
森
九
太
夫
も
鉄
砲
に

當
り
郎
等
弐
人
討
れ
け
り
軍
散
し
て
後
九
太
夫
ハ
沖
ノ
島
迄

無
恙
被
歸
疵
痛
ミ
出
て
終
に
沖
島
に
て
被
死
け
る
」705

ｐ
こ

れ
に
よ
る
と
雨
森
は
板
倉
重
昌
の
無
理
な
突
撃
を
押
し
と
ど

め
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
重
昌
の
強
引
な
突
撃
の
と
ば
っ
ち

り
を
受
け
て
鉄
砲
傷
を
受
け
、
帰
国
途
中
で
落
命
し
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
雨
森
九
太
夫
に
つ
い
て
は
初
代
藩
主
一
豊
公
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
慶
長
七
年
十
月
の
法
事
の
時
に
、
寺

か
ら
出
さ
れ
た
赤
飯
を
一
豊
の
前
で
山
盛
り
の
赤
飯
を
二
盛

食
べ
た
と
こ
ろ
、一
豊
か
ら
「
雨
森
ニ
テ
ハ
無
之
大
盛
ニ
テ
候
」

と
言
わ
れ
、
重
ね
て
も
う
一
杯
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
の
で
、
雨

森
は
も
う
一
盛
食
し
た
。
彼
に
つ
い
て
は
続
け
て
「
此
九
太

夫
強
勇
ニ
テ
戦
場
ヘ
赴
ク
時
ハ
朝
ニ
テ
モ
晩
ニ
テ
モ
五
人
前

ノ
飯
ヲ
食
シ
二
日
程
ハ
無
食
ニ
テ
相
戦
候
者
故
三
盛
モ
食
シ

候
筈
」（
注
３
）
と
言
わ
れ
た
と
い
う
程
の
豪
勇
の
士
と
し
て

一
豊
か
ら
も
親
し
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

雨
宮
は
正
月
元
旦
の
、
幕
府
の
上
使
で
あ
る
板
倉
重
昌
の

総
攻
撃
に
よ
り
、
総
大
将
板
倉
の
軽
挙
を
諌
め
る
と
と
も
に
、

板
倉
の
討
死
と
共
に
、
そ
ば
に
い
た
関
係
で
鉄
砲
で
股
を
射

ら
れ
て
重
傷
を
負
い
、
回
復
す
る
こ
と
な
く
、
帰
国
途
中
の

二
月
に
土
佐
国
の
島
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
使
者
の
最
後

は
こ
の
よ
う
に
美
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
一
例
で
あ
る
。
乱

に
参
加
し
た
藩
の
代
表
ク
ラ
ス
の
使
者
と
し
て
、
戦
死
し
た

例
は
少
な
く
な
い
が
、
雨
宮
の
例
は
山
内
家
資
料
の
中
で
も

特
筆
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
土
佐
山
内
藩
で
も

島
原
の
乱
に
参
加
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

雨
宮
九
太
夫
は
島
原
の
乱
に
参
加
し
て
戦
傷
死
し
た
、
物

語
と
し
て
も
あ
ま
り
に
も
劇
的
す
ぎ
る
一
生
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

仙
石
但
馬
の
活
躍

　

雨
森
が
重
傷
を
受
け
て
戦
場
を
離
脱
し
た
後
は
、
前
述
し

た
仙
石
但
馬
が
正
月
二
日
に
参
着
し
、
雨
森
は
七
日
に
帰
国

の
途
に
就
く
。
土
佐
藩
と
し
て
は
使
者
の
役
目
を
続
け
て
果

た
す
こ
と
が
で
き
た
。
但
馬
は
さ
っ
そ
く
信
綱
に
城
中
の
攻

め
口
を
所
望
す
る
。
雨
森
と
同
じ
く
戦
闘
に
参
加
す
る
気
で

い
る
の
だ
が
、
信
綱
や
氏
鉄
は
拒
否
す
る
。
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「
責
口
一
所
御
渡
被
下
上
下
働
仕
度
旨
伊
豆
殿
左
門
殿
え
相
願

候
得
共
諸
国
之
使
者
え
責
口
は
不
被
下
候
間
左
様
ニ
相
心
得

候
得
と
被
仰
渡
尤
但
馬
儀
福
島
以
来
場
数
名
誉
之
者
ニ
候
間

軍
之
差
引
御
談
合
可
被
成
ニ
付
老
躰
旁
座
上
自
由
ニ
仕
候
得

と
被
仰
付
御
本
陣
近
被
差
置
候
由
同
月
二
十
七
日
惣
責
之
節

は
嫡
子
左
近
二
男
勘
兵
衛
三
男
八
左
衛
門
毛
利
久
八
右
孰
も

城
中
え
乗
入
候
由
中
ニ
も
八
左
衛
門
儀
一
揆
二
三
人
槍
に
て

突
倒
し
其
身
も
冑
を
し
た
た
か
に
打
た
れ
候
得
共
た
め
し
鉢

ニ
て
強
ハ
痛
不
申
名
誉
な
る
仕
合
と
い
づ
れ
も
申
あ
ひ
候
と

申
傳
候
」667

・668p

　

こ
の
報
告
文
で
は
、
仙
石
は
老
体
で
あ
り
、
信
綱
の
戦
さ

の
相
談
役
と
い
う
こ
と
で
立
場
を
収
め
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
治
代
普
顕
記
』
に
も
記
さ
れ
て

い
て
「
松
平
土
佐
守
使
者
仙
石
但
馬
守
昔
年
福
島
左
衛
門
大

夫
に
仕
へ
し
古
老
の
侍
成
が
壮
年
よ
り
武
道
の
達
者
に
て
其

覚
数
数
な
れ
ば
此
度
も
数
百
騎
雑
兵
を
引
率
し
伊
豆
守
左
衛

門
両
所
へ
も
理
て
御
陣
所
一
場
承
て
一
働
き
仕
ら
ん
と
申
け

れ
は
両
大
将
も
其
儀
を
ハ
ゆ
る
し
給
ハ
ず
惣
使
者
陣
場
の
中

に
て
一
所
一
構
渡
給
ひ
扠
伊
豆
守
別
て
懇
切
に
て
軍
法
に
馴

た
る
但
馬
な
れ
ば
萬
事
軍
の
指
引
談
合
ま
し
ま
し
陣
中
の
往

来
も
老
躰
の
身
な
れ
バ
と
て
座
上
の
平
座
を
な
さ
せ
給
ふ
」

667p

経
験
豊
富
な
仙
石
の
戦
国
気
質
と
、
若
い
信
綱
の
気
の

配
り
よ
う
が
よ
く
わ
か
る
。　

　

し
か
し
仙
石
は
子
供
三
人
も
引
き
連
れ
て
い
て
、
こ
の
三

人
は
毛
利
久
八
と
共
に
二
月
二
十
七
日
の
最
終
の
城
攻
め
に

参
戦
し
て
名
誉
な
こ
と
と
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
こ
の
使
者

は
何
人
連
れ
て
島
原
に
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
飛
脚
も

五
人
手
配
し
て
い
た
し
、
子
息
も
三
人
連
れ
て
い
る
。
雨
森

九
太
夫
の
鉄
砲
隊
・
足
軽
隊
も
そ
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
そ
の

ほ
か
の
供
回
り
の
者
を
加
え
る
と
優
に
百
数
十
人
を
超
え
る

人
数
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

本
隊
の
出
兵

　

二
月
二
日
、
藩
主
忠
義
は
幕
府
か
ら
四
国
中
国
の
大
名
の

帰
国
を
命
じ
ら
れ
、
六
日
に
江
戸
を
出
立
し
、
二
十
三
日
に

高
知
城
に
帰
っ
て
く
る
。697p　

こ
の
日
以
前
に
、
土
佐
で

は
藩
主
忠
義
が
帰
国
し
て
す
ぐ
に
出
陣
の
準
備
に
取
り
掛
か

り
、
高
知
城
を
出
て
浦
戸
に
至
り
、
そ
こ
で
九
州
に
向
け
て

解
纜
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
，
一
揆
鎮
圧
の
報
が
入
っ
た
の

で
出
陣
を
取
り
や
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。710p

日
付
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に
気
が
か
り
な
点
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
（「
南
路
志
」）
島

原
で
の
土
佐
勢
の
陣
備
え
が
書
か
れ
て
い
て
、
雨
森
九
太
夫

も
あ
る
が
、
注
で
「
九
太
夫
は
是
時
既
ニ
死
ス
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
一
揆
の
鎮
圧
が
遅
れ
て
い
た
ら
、土
佐
藩
の
軍
勢
や
、

毛
利
藩
の
大
軍
も
陣
形
図
に
加
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
万
一
出
陣
の
令
が
下
っ
た
時
に
は
、「
内
内
山
分
其

外
鹿
を
う
ち
候
帳
面
ニ
付
印
置
候
者
共
之
内
千
人
嶋
原
ヘ
可

召
連
候
間
内
内
を
以
其
用
意
申
付
可
置
候
千

迄
召
連
候
事

不
成
候
ば
七
八
百

に
て
も
可
召
連
候
間
其
通
申
付
尤
ニ
候

猶
相
替
事
候
を
追
て
可
申
遣
候
」711p
国
内
の
猟
銃
打
ち
を

帳
面
に
付
け
て
管
理
し
て
い
る
と
同
時
に
、
島
原
に
千
人
召

し
連
れ
る
よ
う
に
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深

い
。
又
戦
後
の
幕
府
の
上
使
の
帰
還
に
際
し
て
、
三
月
六
日

に
豊
前
国
小
倉
に
関
船
・
荷
船
三
十
余
艘
を
廻
漕
さ
せ
て
い

る
。713p　

結
局
本
隊
は
土
佐
の
出
口
で
あ
る
浦
戸
ま
で
来

た
と
こ
ろ
で
引
き
返
し
た
と
あ
る
の
で
、
実
際
の
出
陣
と
言

え
る
か
ど
う
か
確
証
で
き
な
い
。
し
か
し
、
使
者
を
何
人
も

現
地
に
差
し
向
け
て
参
戦
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。

　

以
上
、
土
佐
山
内
藩
の
島
原
の
乱
へ
の
使
者
の
動
向
は
、

他
の
諸
藩
に
比
べ
て
、
使
者
の
一
人
で
あ
る
雨
宮
九
太
夫
の

動
向
が
、
戦
い
の
傷
が
も
と
で
亡
く
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、

注
目
に
価
す
る
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
物

語
と
し
て
、
配
置
先
が
松
倉
長
門
守
の
備
え
で
の
負
傷
で
は

な
く
、
板
倉
重
昌
の
横
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
任
務
を
負
っ
て

の
戦
死
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
る
な
ど
、
話
が
華
々

し
く
な
る
一
例
と
見
て
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

注
１
、『
山
内
家
史
料　

第
二
代　

忠
義
公
紀　
　

第
二
編
』

（
山
内
家
史
料
刊
行
委
員
会　

昭
和
五
十
六
年
、
山

内
神
社
宝
物
資
料
館
発
行
）
所
載
記
事
に
よ
る
。

２
、
拙
稿
「
島
原
の
乱
の
使
者
の
戦
い
（
そ
の
１
）
―

毛
利
藩
の
場
合
―
（
覚
書
）」（『
茨
城
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
37
、
平
成
21
年
３
月
）

３
、『
山
内
家
史
料　

第
一
代　

一
豊
公
紀　

』（
山
内

家
史
料
刊
行
委
員
会　

昭
和
五
十
五
年
、
山
内
神

社
宝
物
資
料
館
発
行
）
収
「
真
如
寺
記
録
」509p

た
だ
し
慶
長
六
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
翌
七

年
の
事
で
あ
る
と
『
史
料
』
に
指
摘
が
あ
る
。


